
静
岡
県
藤
枝
市
が

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
に
業
務
発
注
!!

～
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
診
断
に
よ
る
運
用
改
善
対
策
が
評
価
さ
れ
る
～

「環境配慮契約法」の時代に取り組む
エコチューニング経営技術論⑤

　

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
力
し
な
が

ら
地
域
特
性
を
活
か
し
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
等
を
促
進
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
静
岡
県
藤
枝
市
。

同
市
で
は
平
成
24
年
３
月
に
「
藤
枝
市
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

深
く
関
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す

る
立
場
の
市
民
や
事
業
者
が
、
地
域
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
考
え
、
地

域
特
性
や
生
活
実
態
に
合
わ
せ
た
環
境

行
動
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
平
成
28
年
３
月
に
は
、「
藤

枝
市
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
実
施

計
画
」
を
策
定
。
計
画
に
は
「
エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
を
盛
り
込
み
、
市
内

事
業
者
へ
の
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
推

進
を
謳
い
、
令
和
３
年
度
ま
で
に
実
施

事
業
所
数
10
件
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
に
つ
い
て
、
同

市
の
環
境
水
道
部
環
境
政
策
課
・
主
任

主
事
の
竹
下
久
登
氏
、
飯
塚
友
洋
氏
、
元

環
境
政
策
担
当
係
長
の
大
塚
拡
氏
に
話

を
伺
っ
た
。

省
エ
ネ
診
断
か
ら

「
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」へ

大
塚　
こ
れ
ま
で
は「
藤
枝
市
役
所
地
球

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
前
提
と
し
た

省
エ
ネ
診
断
を
発
注

竹
下　
藤
枝
市
で
は
、「
環
境
日
本
一
の
ま

ち
」
を
目
指
し
て〝
も
っ
た
い
な
い
〞
運
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
庁
内
に
お
け
る

省
エ
ネ
対
策
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
照

明
の
間
引
き
や
空
調
運
転
の
時
間
短
縮
な

ど
、
い
わ
ゆ
る「
我
慢
の
省
エ
ネ
」
が
職
員

の
意
識
に
定
着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
以
上
の
省
エ
ネ
を
進
め
る
と
、
施
設
利

用
者
か
ら
苦
情
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
懸
念
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
対
策
と

し
て
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ

い
た
計
画
的
な
設
備
更
新
を
行
う
た
め
、

高
効
率
機
器
の
導
入
な
ど
の
一
体
化
し
た

推
進
も
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
環
境
省

の「
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事

業
」
に
よ
り
、
高
効
率
設
備
を
導
入
し
、

改
修
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
結
果
を
出
し

て
い
く
た
め
に
は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
」
に
よ
る
運
用
改
善
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
よ
る
、
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
強
化
が
必
要
で
す
。

温
暖
化
防
止
実
行
計
画（
第
４
期
）」
に
お

い
て「
公
共
施
設
を
対
象
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
診
断
を
順
次
実
施
す
る
」
と
し
て
お

り
、
毎
年
３
施
設
程
度
を
対
象
に
、
専
門

運転管理による
省エネルギー活動

機器調整による
省エネルギー活動

小規模改修・更新による
省エネルギー活動

大規模改修・更新による
省エネルギー活動

段階を踏んだ省エネルギー化のイメージ

時期・時間

省
エ
ネ
効
果

高効率設備の導入等の
大規模改修・更新による省エネ

部品交換、断熱対策等の
小規模改修・更新による省エネ

設定温度の変更、定期清掃・定期
点検等の機器調整による省エネ

スイッチのオン・オフ、使用時間短縮等の
運転管理による省エネ

エネルギーマネジメントシステムに基づく運用改善サイクル

「人のチカラ」と「機械のチカラ」による不断のPDCA」
Plan（計画）

・目標数値、活動内容の決定
・デマンド値、制御項目の設定

Do（実行）
・活動内容の実施
・デマンド監視、運転制御の実施

Action（見直し）
・目標数値、活動内容の改善
・デマンド値、制御項目の見直し

人のチカラ：市長をトップとした推進体制・外部入居者等と連携・専門家による分析
機械のチカラ：時間別エネルギー使用量のデータ化・EMSによる見える化と自動制御

Check（評価）
・活動状況の把握と課題抽出
・エネルギー情報の収集と分析
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家
に
よ
る
省
エ
ネ
診
断
を
実
施
し
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
や
高
効
率
設
備
へ
の
改
修
な
ど
の
改

善
提
案
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
設
備
更
新
は
進
ん
で
き
て

お
り
、
今
後
も
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
一
体
的
に
改
修
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
し
か
し
、
現
在
は
設
備
改
修
だ
け
で

は
な
く
、
更
新
済
み
の
機
器
に
対
す
る
細

や
か
な
運
用
改
善
の
提
案
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て「
エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

竹
下　

つ
ま
り「
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
強
化
手
段
と
し
て
の
エ
コ
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
に「
藤
枝
市
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
推
進
業
務
委
託
」
と
し
て
、
市
内
の
３

施
設「
市
役
所
岡
部
支
所
」「
市
民
体
育
館

と
武
道
館
」「
大
洲
温
水
プ
ー
ル
」
を
対

象
に
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
手
法
に
基
づ

い
た
専
門
家
に
よ
る
計
測
デ
ー
タ
分
析
と

各
施
設
の
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
に
よ
る
省
エ

ネ
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
診
断
結
果
で

見
え
て
き
た
こ
と

飯
塚　
診
断
結
果
の
例
と
し
て
、
空
調
設

備
を
対
象
に
し
た「
市
役
所
岡
部
支
所
」

で
は
、
空
調
室
外
機
フ
ィ
ン
コ
イ
ル
を
２

〜
３
年
に
一
度
の
頻
度
で
ア
ル
カ
リ
洗
浄

す
る
こ
と
で
、
汚
れ
に
よ
る
熱
交
換
効
率

の
低
下
を
防
げ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
市
民
体
育
館
」
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
る
自
動
販
売
機
は
、
現
行
の
従
来
型

機
器
か
ら
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
最
新
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
機
器
へ
交
換
す
る
こ
と
に
よ

り
、
年
間
電
力
使
用
量
の
削
減
に
つ
な
が

る
と
い
う
診
断
結
果
が
出
ま
し
た
。

竹
下　
さ
ら
に
、「
大
洲
温
水
プ
ー
ル
」
で

は
、
熱
源
設
備
の
室
内
設
定
温
度
を
過
剰

に
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

熱
源
機
の
設
定
温
度
と
室
内
温
度
の
乖
離

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
設
定
温
度
を

室
内
温
度
ま
で
緩
和
す
る
と
い
う
運
用
改

善
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
乖
離
の

要
因
を
探
っ
て
現
場
調
査
を
す
る
中
で
、

コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
フ
ラ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
ー
の
脱
落
、
破
損
と
フ
ィ
ン
の
未
清
掃

が
判
明
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
類
の
交
換
や

フ
ィ
ン
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
運
用

藤枝市とエコチューニング　実施の流れ

エコチューニング診断結果例　「岡部支所」 エコチューニング診断結果例　「市民体育館・武道館」

エコチューニング診断結果例　「大洲温水プール」

2018年12月5日　契約締結

⑴エコチューニング事項 2018年
12月

2019年
1月

2019年
2月

2019年
3月

開始時調査
事前現地調査、ヒアリング
実施計画書、運用改善対策提案
課題対処に必要な簡易計画
定期経過報告、協議
年度総括報告、協議
⑵エネルギー管理目標の基準に関
する協議

対　　策：空調室外機フィンコイルの洗浄
対象設備：空調設備
改 善 点：
　空調室外機のフィンコイルは、長期使用によりコイルに汚れが付着して熱
交換効率の低下が想定される。2～3年に一度の頻度で、アルカリ洗剤による
フィンコイルの薬品洗浄を推奨する。
試　　算：
・電力削減量：67,649kWh/年×10%=6,765kWh/年
・削 減 金 額：6,765kWh/年×23.6円/kWh=160千円/年
・原油換算量：6,765kWh/年×9.97GJ/千kWh×0.0258kL/GJ=1.74kL/年
・CO 2削減量：6,765kWh/年×0.485t-CO2/千kWh=3.3t-CO2/年

対　　策：自動販売機の更新
対象設備：電気設備
改 善 点：
　体育館及び武道館に設置されている自動販売機7台は従来タイプの機器で、
最新トップランナー機器と比べて年間電力使用量が多い。自動販売機ベン
ダーに依頼して最新のトップランナー機器と交換することで省エネを図る。
試　　算：
・電力削減量：9,714kWh/年-5,173kWh=4,541kWh/年
・削 減 金 額：4,541kWh/年×23.8円/kWh=108千円/年
・原油換算量：4,541kWh/年×9.97GJ/千kWh×0.0258kL/GJ=1.2kL/年
・CO 2削減量：4,541kWh/年×0.476t-CO2/千kWh=2.2t-CO2/年

対　　策：温水プール室内設定温度の緩和
対象設備：熱源設備
改 善 点：
　温水プールの室内温度は50℃設定だが、
実際の室内温度は32℃～33℃に維持され
ているため、設定温度を30℃に変更し、
20℃緩和することによる燃料消費量の削減
を図る。
試　　算：
・燃料削減量：18,900㎥N/年×5%÷

0.967㎥N/年=977㎥/年
・削 減 金 額：977㎥/年×79.0円/㎥=77千円/年
・原油換算量：977㎥/年×45.0GJ/千㎥N×0.0258kL/GJ=1.1kL/年
・CO 2削減量：977㎥/年×45.0GJ/千㎥N×0.0136t-C/GJ×44/12= 

2.1t-CO2/年

現場調査によって判明したこと
・RA（還気）ダンパを2分割する片方が全閉状態、
もう片方は固着して全開状態
→OA（外気）の取入れがなく、全還気状態のため
温水プール室内の換気不能
給気風量不足による設定温度の上昇（30℃
→50℃）

・コイルユニット内のフラットフィルターが全て破損、
コイルユニットのフィン清掃も行われていない
→温水プール室内の空気の塵埃除去不能

解決策
・RAダンパ（モータダンパ）を新品に交換
・コイルユニット内のフラットフィルターの交換
・コイルユニットのフィン清掃
・風量調節のためインバータの導入

　　　　　上記の対策をした上で、設定温度を50℃→30℃へ緩和すること（運用改善）で電気使用料と燃料の削減が期待できる　　　　　
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改
善
と
合
わ
せ
て
よ
り
一
層
電
気
使
用
量

と
燃
料
の
削
減
が
で
き
る
と
い
っ
た
強
力

な
改
善
策
が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
運
用
改
善
の

視
点
か
ら
調
査
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
得

る
こ
と
が
で
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
と

今
後
の
展
望

飯
塚　
今
回
の
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
診
断

を
経
験
し
て
、
今
後
も
効
率
良
く
運
用
改

善
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
運
用
改
善

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
対
象
機
器

の
各
項
目
を
現
場
確
認
し
、
改
善
指
標
を

効
率
的
に
見
出
だ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
各
施
設
の
設
備
ご

と
に
管
理
方
法
が
異
な
る
の
で
、
ル
ー
チ

ン
化
に
よ
り
見
落
と
し
を
な
く
し
て
精
度

を
上
げ
る
た
め
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
に
お
い
て
は

「
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
の
運
転
状
況

や
仕
様
な
ど
の
把
握
」「
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
種

別
の
消
費
量
な
ど
の
把
握
」「
③
現
場
視
点

か
ら
の
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
運
用
改
善
対

策
の
抽
出
」
が
重
要
項
目
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
下　
運
用
改
善
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
基

づ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、

永
続
的
な
運
用
改
善
を
目
指
し
ま
す
。
そ

し
て
各
施
設
の
指
定
管
理
者
が
維
持
管
理

を
通
じ
、
各
自
で
継
続
的
に
運
用
改
善
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
手
法
に
基
づ
い
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

エネルギーマネジメントの
PDCAサイクルを徹底し、
チェックシートを活用して

異なる設備機器の改善指標を、
効率的に把握することが重要！

藤枝市がエコチューニングの推進とともに行う、
エネルギー使用量の計算・監視に基づく
空調設備の運転操作及び機器調整

①ビルマルチエアコン及び全熱交換器の運転ルールを次のとおり設定し、
ルールに基づく使用を徹底する。

《ビルマルチエアコン》
期間 項目 運転ルール

暖房時
期間 ウォームビズ期間（12/1～ 3/31）
室温設定 20℃
エアコン設定温度 24℃

冷房時
期間 クールビズ期間（5/15～ 10/10）
室温設定 28℃
エアコン設定温度 28℃

中間期 期間 ウォームビズ・クールビズ期間以外
運転方法 送風

全期間 使用時間 事務室：8：30～ 17：15
図書館：9：30～ 17：30

《全熱交換器》
期間 項目・状況 使用方法

暖房時
期間 ウォームビズ期間（12/1～ 3/31）
暖房使用中 全熱交換モード
暖房不要・換気必要 普通換気モード

冷房時

期間 クールビズ期間（5/15～ 10/10）
冷房使用中 
（外が暑い時） 全熱交換モード

冷房使用中 
（外が涼しい時） 普通換気モード

冷房不要・換気必要 普通換気モード

中間期 期間 ウォームビズ・クールビズ期間以外
運転方法 送風

全期間 使用時間 事務室：8：30～ 17：15
図書館：9：30～ 17：30

②空調設備全体の電力消費量に関するデマンド値を設定し、監視装置による
制御を行う。

③岡部支所の空調に係る30分毎の電力消費量を、次の系統別に計測する。
「志太広域事務組合」「藤枝市立幼稚園協会」「その他施設」
④空調に係る電力消費量、運転時間、温度設定状況に関する情報を収集し、
更なる省エネに向けた課題を抽出する。

⑤中部電力株式会社より、岡部支所全体に係る30分毎の電力消費量を収集
する。

⑥①～⑤について、（仮称）岡部支所省エネ推進連絡会議に4半期に一度報
告し、取組内容の改善について協議し、職員への周知を図る。

⑦①～⑤を次に示すPDCAサイクルを用いて、継続的な管理・改善を行う。

整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
運

用
改
善
し
た
施
設
の
省
エ
ネ
成
果
を
評
価

し
、
対
策
を
水
平
展
開
し
て
、
市
有
施
設

全
体
の
省
エ
ネ
化
を
進
め
ら
れ
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
各
施
設

の
指
定
管
理
者
と
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
技

術
を
持
っ
て
い
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
者
と
の
連
携
の
円
滑
化
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
省
エ
ネ
に
よ
る
燃
料
削
減

や
電
力
削
減
が
指
定
管
理
料
の
積
算
時
に

反
映
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
業
務
が
増

加
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
指
定
管
理
料
が

減
少
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
な

い
よ
う
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
事
業
に
よ

る
削
減
分
の
取
り
扱
い
の
調
整
も
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

（左から）静岡県藤枝市環境水道部環境政策課 主任主事 飯塚友洋氏／ 

主任主事 竹下久登氏／前任者 大塚 拡氏（元環境政策担当係長）

静岡県藤枝市のエコチューニング
推進事業に学ぶポイント
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